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(

英
語
版) 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

  

見
果
て
ぬ
平
和 

 

中
東
の
戦
後
７
０
年 

（  

一 

） 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

一
．
ス
エ
ズ
運
河
グ
レ
ー
ト
・
ビ
タ
ー
湖
の
会
談 

  

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
連
合
国
の
勝
利
が
確
実
と
な
っ
た
１
９
４
５
年
２
月
１
４
日
。
ス
エ
ズ
運
河
北
部
に
位
置
す
る
グ
レ
ー
ト
・
ビ
タ
ー
湖
。

そ
こ
に
浮
か
ぶ
米
国
の
最
新
式
巡
洋
艦
ク
イ
ン
シ
ー
号
上
で
米
国
大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・D

・
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
初
代
国
王
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
・ビ
ン
・ア
ブ
ド
ル
ラ
ハ
マ
ン
・ア
ル
・
サ
ウ
ド(

通
称
：イ
ブ

ン
・サ
ウ
ド)
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。 

  

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
直
前
の
４
日
か
ら
１
１
日
ま
で
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ヤ
ル
タ
で
英
国
チ
ャ
ー
チ
ル
首

相
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦(

ソ
連)

ス
タ
ー
リ
ン
書
記
長
と
３
者
会
談
を
行
い(

ヤ
ル
タ
会
談)

、
第

二
次
大
戦
後
の
新
し
い
世
界
秩
序
や
日
本
の
無
条
件
降
伏
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。 

 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
ヤ
ル
タ
会
談
終
了
後
マ
ル
タ
島
経
由
で
直
ち
に
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し

か
し
マ
ル
タ
で
戦
艦
ク
イ
ン
シ
ー
に
乗
艦
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
米
国
本
土
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
地
中

海
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
Ｕ
ボ
ー
ト
に
よ
る
攻
撃
の
危
険
を
冒
し
て
ク
イ
ン
シ
ー
を
ス
エ
ズ
運
河
に
回

航
さ
せ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
王
と
会
談
を
行
っ
た1

。
大
統
領
が
帰
国
前
の
貴
重
な
時
間
を
割
き
危
険
を

冒
し
て
ま
で
国
王
と
会
談
し
た
こ
と
は
、
彼
自
身
及
び
米
国
が
戦
後
の
ア
ラ
ブ
世
界
の
盟
友
と
し
て
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
何
よ
り
も
明
白
に
物
語
っ
て
い
る
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/Prologue1English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/Prologue1Arabic.pdf
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米
国
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
重
視
し
た
理
由
の
一
つ
は
同
国
の
地
下
に
眠
る
石
油
資
源
に
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
の
猛
攻
に
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
の
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
首
相
が
当
時
の
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
宛
て
た
「
石
油
の
一
滴
は
血
の
一
滴
」
と
言
う
有
名
な
電
文
が
あ
る
が
、

第
二
次
大
戦
で
そ
の
価
値
が
ま
す
ま
す
実
証
さ
れ
、
戦
後
の
経
済
復
興
に
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
な
ら
ず
と
も
誰
の
目
に

も
明
ら
か
だ
っ
た
。 

 

 

両
世
界
大
戦
の
谷
間
の
１
９
３
０
年
前
後
に
イ
ラ
ク
及
び
ク
ウ
ェ
イ
ト
で
大
油
田
が
発
見
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
が
大
油
田
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
立
証

さ
れ
た
。
そ
の
掉
尾
を
飾
る
の
が
１
９
４
８
年
の
米
国
石
油
企
業
に
よ
る
世
界
最
大
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
ガ
ワ
ー
ル
油
田
発
見
で
あ
る
。
７
０
数
年

後
の
今
も
ガ
ワ
ー
ル
油
田
の
埋
蔵
量
を
上
回
る
油
田
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
こ
の
記
録
が
破
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
次

大
戦
中
の
石
油
の
消
費
量
は
第
一
次
大
戦
時
の
実
に
百
倍
に
達
し
て
お
り
、
米
国
は
新
し
く
発
見
す
る
以
上
の
ペ
ー
ス
で
消
費
し
石
油
の
供
給
が

先
細
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
大
統
領
は
憂
慮
し
て
い
た
。
米
国
と
し
て
は
戦
争
が
終
わ
り
次
第
一
刻
も
早
く
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
油
田
の
開
発
に

乗
り
出
す
こ
と
で
、
石
油
を
安
定
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
合
わ
せ
て
戦
後
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
覇
権
を
握
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

そ
し
て
も
う
一
つ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
は
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
の
支
援
を
取
り
付
け
た
い
外
交
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

と
ア
ラ
ブ
人
の
紛
争
を
回
避
す
る
た
め
の
支
援
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
中
に
英
国
が
ユ
ダ
ヤ
側
と
ア
ラ
ブ
側
そ
れ
ぞ
れ
に
約
束
し
た
バ
ル
フ
ォ
ア
宣

言
と
フ
セ
イ
ン
・
マ
ク
マ
ホ
ン
協
定
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
人
も
ア
ラ
ブ
人
も
パ
レ
ス
チ
ナ
の
土
地
を
巡
っ
て
独
立
運
動
を
強
め
て
お
り
、
両
者
の
対
立
は
も

は
や
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
は
言
え
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
前
の
大
統
領
時
代
か
ら
米
国
の
一
貫
し
た
方
針
は
ユ
ダ
ヤ
人
の

移
民
と
入
植
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
会
談
前
に
も
折
に
触
れ
て
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
に
書
簡
を
送
り
、
土
地
と
移
民
を
め
ぐ
る

ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
衝
突
を
い
か
に
し
て
軽
減
す
る
か
に
つ
い
て
国
王
の
助
言
を
求
め
た
。
し
か
し
米
国
同
様
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
国
王
の
方
針
も

一
貫
し
て
お
り
、
紛
争
を
回
避
す
る
方
法
は
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
民
を
止
め
る
以
外
に
な
い
、
と
い
う
の
が
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
国
王
の
回

答
で
あ
っ
た
。 

  

将
来
に
困
難
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
両
者
の
会
談
は
非
常
に
友
好
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
制
圧
の
度
重
な
る

戦
闘
に
よ
り
満
身
創
痍
、
足
を
引
き
ず
る
身
で
あ
っ
た
が
、
１
メ
ー
ト
ル
９
０
セ
ン
チ
の
巨
躯
は
見
る
者
を
圧
倒
し
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
風
格
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
表
裏
の
無
い
宗
教
的
な
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
に
人
種
や
宗
教
の
偏

見
を
超
え
個
人
的
な
親
し
み
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。 
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会
談
後
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
こ
う
力
説
し
て
い
る
。 

「
ア
ラ
ブ
対
ユ
ダ
ヤ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
王
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
国
務
省
か
ら
の
文
書
で
知
ら

さ
れ
て
き
た
以
上
の
、
よ
り
得
難
い
多
く
の
内
容
を
、
た
っ
た
１
回
の
会
談
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た2

。
」 

 

な
お
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
帰
国
後
、
連
合
国
の
勝
利
を
目
前
に
し
た
４
月
１
２
日
に
脳
卒
中
の
た
め
現
職
大
統
領
の
ま
ま
６
３
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
の
会
談
は
第
二
次
大
戦
後
最
初
の
歴
史
的
意
義
の
大
き
い
「西
と
東
の
出
会
い(W

e
st m

e
e
ts 

E
ast)

」な
の
で
あ
っ
た
。 
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荒
葉 

一
也 

E
-
m

ail: A
re

h
akazu

ya1
@

gm
ail.c

o
m

  

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ:O

C
IN

 IN
IT

IA
T

IV
E

(h
ttp

://o
cin

in
itia

tiv
e
.m

a
e
d

a
1

.jp
/in

d
e
x
.h

tm
l)  

 

 (

目
次) 

  1 

レ
イ
チ
ェ
ル
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
著
「
王
様
と
大
統
領 

サ
ウ
ジ
と
米
国
、
白
熱
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